
浴衣の似合う季節です

７月２日（土）、大曲地域・丸子川で開催された七夕花火にて
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平
成
17
年
度
当
初
予
算
案
が
、
第
１
回
市

議
会
定
例
会
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
４
５
５
億
６
１
３
４
万
６
千

円
で
、
合
併
前
旧
８
市
町
村
の
平
成
16
年
度

当
初
予
算
合
計
額
と
比
較
し
て
34
億
５
１
７

０
万
６
千
円
の
減（
７
・
０
％
減
）に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
23
の
特

別
会
計
は
３
４
１
億
３
９
２
５
万
６
千
円
、

水
道
事
業
な
ど
の
２
つ
の
企
業
会
計
は
24
億

５
８
１
４
万
８
千
円
で
、
市
の
予
算
額
全
体

は
８
２
１
億
５
８
７
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
合
併
協
議
で
の
協
議
、
旧
市
町
村
長
会

議
で
の
合
意
事
項
を
基
本
と
し
て
、
で
き
る

限
り
予
算
化
に
努
め
ま
し
た
が
、
当
初
計
画

ど
お
り
に
実
施
す
る
た
め
に
は
多
額
の
財
源

が
必
要
で
あ
り
、
現
在
の
財
政
事
情
で
は
極

め
て
困
難
な
状
況
で
す
。

　
根
幹
と
な
る
市
税
収
入
は
、
歳
入
全
体
の

16
％
な
の
に
対
し
、
地
方
交
付
税
は
40
％
に

達
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
歳
入
に
お
け
る
自
主
財
源
比

率
は
27
％
し
か
な
く
、
依
存
財
源
が
73
％
と

国
や
県
か
ら
入
っ
て
く
る
お
金
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
財
政
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
合
併
元
年
の
ス
タ
ー
ト
を
支
え
る
今
年
度

予
算
は
、
厳
し
さ
の
中
で
の
編
成
と
な
り
ま

し
た
が
、
新
市
と
し
て
の
事
業
の
位
置
づ
け

や
事
業
年
度
の
集
中
を
避
け
平
準
化
を
図
る

こ
と
、
事
業
の
優
先
順
位
を
付
け
る
た
め
の

時
間
が
必
要
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
緊
急
性
が

あ
り
財
源
措
置
が
確
実
な
も
の
を
精
査
し
て

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
当
初
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業

と
予
算
額
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新市予算と事業スタート

自主財源
27.0％

依存財源
73.0％

市　税
16.3％

使用料
および
手数料
　1.2％

繰入金　4.3

％

繰入金　4.3％

諸収入　2.8％
繰入金ほか
　　　2.4％

国庫支出金
8.3％

市　債市　債
12.612.6％
市　債
12.6％

地方交付税 40.4％

県支出金ほか
11.7

％

県支出金ほか
11.7％

合併元年

455 6,134 6
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大仙市には次の２つの企業会計が
あります。

国民健康保険や下水道など、特定の事業の収入支出に
充てるため、一般会計と区別して、次の23の特別会計
を設けています。

 9億 2,502万1千円

 15億 3,312万7千円

24 5,814 8

341 63,925

国民健康保険事業 88億 9,783万4千円

老人保健 105億 6,282万7千円

土地取得  1,884万7千円

土地区画整理事業 28億 569万9千円

学校給食事業 12億 6,745万8千円

奨学資金  4,658万7千円

宅地造成事業 2億 6,545万1千円

簡易水道事業 22億 2,878万9千円

公共下水道事業 26億 9,863万9千円

特定環境保全
　　　公共下水道事業 2億 1,450万6千円

特定地域生活排水処理事業  8,164万3千円

農業集落排水事業 27億 3,933万3千円

介護老人福祉施設
　　介護サービス事業 11億 8,786万円

介護老人保健施設
　　介護サービス事業 8億 5,402万5千円

老人デイサービス事業 1億 9,823万7千円

スキー場事業  5,891万6千円

内小友財産区  51万4千円

大川西根財産区  35万7千円

大沢郷財産区  24万5千円

荒川財産区  233万2千円

峰吉川財産区  396万9千円

船岡財産区  203万3千円

淀川財産区  315万5千円

N
E

W!

１７ 総務費
　12.7％

民生・
衛生費　31.3％

土木費
13.4％

教育費
10.2％

労働・農林水
産業・商工費

 

13.3

％

労働・農林水
産業・商工費 13.3％

公債費ほか
19.1％

人件費
　20.8％

その他　3.4％

扶助費
9.2％

物件費
14.4％

補助費等
12.2％

繰出金
10.6％

公債費
14.8％

投資的
経費
14.6％

扶助費/ 主に福祉、医療にかかる給付金

公債費/ 市が支払う借金返済額

物件費/ 消耗品費、光熱水費、通信運搬費など

補助費等/補助金、報償金、保険料など

繰出金/ 国民健康保険事業などほかの会計に

支出するお金

その他/ 事業費などの消費的経費ほか

●歳出・性質別グラフ●

455 6,134 6
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■
行
政
改
革
大
綱
作
成
関
係
費

59
万
３
千
円

　
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
適
切
に
対

応
し
た
市
政
の
実
現
を
図
る
た
め
、新
し

い
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
す
。

　
国
が
策
定
し
た
指
針
を
参
考
に
、
よ
り

一
層
積
極
的
な
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

■
行
政
評
価
推
進
経
費

１
６
３
万
円

　
市
民
に
よ
る
外
部
評
価
と
事
務
事
業

評
価
で
あ
る
内
部
評
価
が
あ
り
、こ
れ
ら

の
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　
外
部
的
な
行
政
評
価
は「
市
民
に
よ
る

市
政
評
価
」
を
実
施
し
、
住
民
と
行
政
の

双
方
向
性
の
確
保
と
「
開
か
れ
た
市
政
」

を
構
築
し
、
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

■
総
合
計
画
等
策
定
経
費

２
８
０
万
円

　
大
仙
市
と
し
て
の
基
本
構
想
で
あ
り
、

今
後
の
指
針
と
な
る
「
総
合
計
画
」
を
作

成
し
ま
す
。

　
作
成
に
当
た
っ
て
は
、合
併
協
議
会
で

協
議
さ
れ
た
「
大
仙
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
の
内
容
を
基
本
と
し
て
、
作
業
を
進

め
ま
す
。

「
夢
あ
る
田
園
交
流
都
市
と
し
て
の
大
仙
市
へ
」

　
大
仙
市
は
約
２
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田

園
に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な
地
域
で
す
。

　
生
活
・
文
化
の
根
源
で
あ
る
農
業
を

大
切
に
し
、
夢
の
あ
る
田
園
交
流
都
市

を
創
造
し
ま
す
。

■
地
域
協
議
会
経
費

２
２
７
万
６
千
円

　
合
併
前
の
旧
市
町
村
の
区
域
ご
と
に

地
域
自
治
区
を
設
け
、そ
れ
ぞ
れ
に
地
域

協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、地
域
住
民
の
意
見
を
行

政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、地
域
に
密

着
し
た
事
務
処
理
を
進
め
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
費

５
億
９
６
６
６
万
５
千
円

　
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
等
を

生
か
し
た
地
域
主
導
の
個
性
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
、都
市
再
生
を
推
進

し
ま
す
。
都
市
再
生
整
備
計
画
に
基
づ

き
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
連
携
的
に
実
施

し
ま
す
。

■
神
岡
地
域
…
神
宮
寺
駅
周
辺
、嶽
雄
館

周
辺
の
地
域
交
流
拠
点
の
創
造
と
、コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
の
特
性
を
い
か
し
た
良
好

な
居
住
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

■
中
仙
地
域
…
旧
街
道
の
街
並
み
保
全

と
羽
後
長
野
駅
周
辺
の
整
備
改
善
に
よ

る
、観
光
振
興
を
目
的
と
し
た
地
域
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

■
協
和
地
域
…
羽
後
境
駅
周
辺
の
地
理

的
特
性
を
生
か
し
、に
ぎ
わ
い
の
創
出
と

若
者
定
住
化
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
地
域
い
き
い
き
ビ
ジ
ョ
ン

活
動
支
援
事
業

２
５
０
万
円

　
昨
年
大
曲
地
域
で
実
施
し
た「
地
域
い

き
い
き
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
支
援
事
業
」で
策

定
し
た
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
に
、

地
域
住
民
自
ら
行
う
活
動
を
補
助
し
、自

主
的
、
意
欲
的
な
住
民
活
動
を
促
進
し
ま

す
。

　大仙市では、地域住民の意見を行政に反映させるとともに、住
民と行政の連携を強化する目的で、旧市町村の区域ごとに地域自
治区が設置されています。
　各自治区の総合支所が事務所となり、地域協議会では区域に関
する事項が話し合われます。合併による不安を取り除き、住みよ
い地域づくりのため、住民と行政が一緒になって汗を流す協働の
まちづくりを目指します。

－ 地域住民の意見を反映 －

「地域協議会」

【問い合わせ】
　各総合支所地域振興課まで

Step1
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■
担
い
手
支
援
事
業
費４

２
２
万
８
千
円

　「
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
」「
農
業
の

持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
」「
農
業
の
持

続
的
発
展
」「
農
村
の
振
興
」
を
具
体
化

し
た
農
政
の
指
針
に
基
づ
き
、営
農
の
組

織
化
と
法
人
化
を
促
進
し
ま
す
。

■
生
産
基
盤
整
備
事
業
費

１
億
７
２
３
１
万
円

　
航
空
防
除
の
無
人
ヘ
リ
操
作
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
養
成
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

リ
サ
イ
ク
ル
、強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金

事
業
に
よ
り
生
産
基
盤
と
担
い
手
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

■
産
地
づ
く
り
推
進
事
業
費

１
億
９
２
０
万
２
千
円

　「
売
れ
る
米
づ
く
り
」
の
推
進
、
複
合
作

物
の
振
興
に
よ
る
特
色
あ
る
産
地
形
成
、

多
様
な
担
い
手
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

■
あ
な
た
と
地
域
の
農
業
夢
プ
ラ

ン
応
援
事
業
費

９
８
３
６
万
５
千
円

　
県
の
定
め
る「
あ
な
た
と
地
域
の
農
業

夢
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
野
菜
、
草
花
等

を
生
産
す
る
農
業
者
な
ら
び
に
組
織
経
営

体
が
取
得
お
よ
び
リ
ー
ス
を
受
け
る
農
業

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
持
続
的
発

展
を
図
る
た
め
、
消
費
者
が
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
る
農
産
物
を
生
産
し
ま
す
。

　
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
も
と
、
産
業
と

し
て
自
立
で
き
る
農
業
を
構
築
し
ま
す
。

用
機
械
等
の
経
費
に
対
し
市
が
協
調
助
成

し
、戦
略
作
物
の
産
地
拡
大
と
担
い
手
の

育
成
を
図
り
ま
す
。

■
肉
用
優
良
基
礎
牛
導
入
及
び
保

留
事
業
費

６
８
０
万
円

　
肉
用
牛
の
資
質
向
上
を
推
し
進
め
る

た
め
優
良
子
牛
を
導
入
し
、飼
育
意
欲
を

高
め
、
仙
北
和
牛
と
し
て
の
統
一
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

■
県
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金

７
億
３
９
０
１
万
３
千
円

　
県
営
土
地
改
良
事
業
に
対
し
事
業
費

の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

■
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

９
８
５
８
万
８
千
円

　
森
林
所
有
者
等
に
よ
る
間
伐
等
の
森

林
施
業
に
不
可
欠
な
森
林
現
況
調
査
や
地

域
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

■
大
仙
市
雇
用
助
成
金

７
５
０
万
円

　
新
規
雇
用
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付

し
、
雇
用
機
会
の
拡
大
、
若
年
層
の
定
住

促
進
を
図
り
ま
す
。

■
中
小
企
業
振
興
経
費

６
億
４
１
３
８
万
９
千
円

　
中
小
企
業
者
の
融
資
需
要
に
対
処
す

る
た
め
、市
内
金
融
機
関
に
資
金
を
預
託

す
る
と
と
も
に
、
信
用
保
証
団
体
の
保
証

料
を
補
給
、
さ
ら
に
中
小
企
業
の
設
備
投

資
の
一
部
を
利
子
補
給
し
、融
資
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

「
農
業
を
基
幹
と
し
た
産
業
と
雇
用
」

　消費者重視・市場重視の考え方に立った、需要に応じた米づくり
を通じ、水田農業経営の安定と発展を図るため「米政策改革大綱」が
策定され、昨年からスタートしました。
　「大仙市水田農業ビジョン」はこの大綱を受け、「売れる米作り」
「水田の有効利用による米以外の生産拡大」「農業所得の向上」「担い
手の育成・確保」など地域における水田農業等の振興の方向を示し
たもので、農業者はもとより関係機関・団体が一体となって、水田
農業の構造改革に取り組むものです。

－ 地域農業の設計図 －

「大仙市水田農業ビジョン」

【問い合わせ】本庁農林商工部農林課☎ 0187-63-1111内線267まで

Step2
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■
福
祉
医
療
費
拡
大
分

１
億
７
４
７
万
５
千
円

　
小
学
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
を
市
が

負
担
し
ま
す
。

■
す
こ
や
か
子
育
て
支
給
関
係
費

１
億
４
４
０
０
万
円

　
満
２
歳
未
満
児
を
養
育
す
る
保
護
者

に
対
し
、
子
育
て
手
当
金
を
支
給
し
ま

す
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

２
億
５
１
６
７
万
６
千
円

　
大
曲
と
南
外
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
い
ず
れ
も
建
築
後
30
年
以
上
経
過

し
、
施
設
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
両
地
域

を
対
象
と
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

ま
す
。

　
衛
生
管
理
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
安
心

安
全
な
給
食
を
提
供
す
る
施
設
の
建
設
を

行
い
ま
す
。

■
ト
ラ
イ
ア
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

８
０
０
万
円

　
市
内
小
・
中
学
校
が
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
、創
意
工
夫
に
よ
る
魅
力
的
な
学

校
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、活
動
経
費
を

補
助
し
ま
す
。

「
子
育
て
支
援
と
教
育
」

　
大
仙
市
が
元
気
で
活
力
あ
る
地
域
と

な
る
た
め
に
は
、
急
速
に
進
む
少
子
化

社
会
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、
ゆ
と
り

を
持
っ
て
健
や
か
に
育
て
ら
れ
る
環
境

を
整
備
し
ま
す
。

■
学
校
給
食
費
免
除
事
業

２
７
３
５
万
８
千
円

　
満
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
３
人
以
上

お
り
、
第
３
子
以
降
が
市
内
小
中
学
校
に

就
学
し
て
い
る
場
合
、第
３
子
以
降
の
児

童
・
生
徒
に
対
し
給
食
費
を
免
除
し
ま

す
。

　
若
い
世
代
の
経
済
的
支
援
を
行
い
、子

育
て
環
境
を
整
え
ま
す
。

■
公
立
学
校
配
置
計
画
基
本
調
査

１
０
０
万
円

　
児
童
・
生
徒
の
減
少
を
見
据
え
た
、
公

立
学
校
配
置
計
画
を
作
成
し
、学
校
建
築

事
業
等
に
対
応
し
ま
す
。

　
現
在
、
大
仙
市
に
は
小
学
校
31
校
、
中

学
校
12
校
、
幼
稚
園
８
園
と
公
立
の
学
校

が
51
校
あ
り
ま
す
。

■
教
職
員
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設
置
事
業

３
２
２
４
万
６
千
円

　
学
校
に
お
け
る
私
的
な
パ
ソ
コ
ン
使

用
を
禁
止
し
、市
内
学
校
の
全
教
職
員
に

公
用
パ
ソ
コ
ン
を
配
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、情
報
管
理
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

ろ
う
え
い

示
し
、
学
校
情
報
の
漏
洩
を
防
ぎ
ま
す
。

　中仙地域では８月の開業にむけて「なかせんワイワイらん
ど」の建設工事を進めています。
　長野地区と清水地区の４カ所の保育所を統合整備し、併せ
て同一棟に中仙幼稚園を合築した施設です。
　保育園は０歳児、幼稚園は３歳児のクラスをそれぞれ増設。
子育て支援センターも設置され、地域の子育て支援に対応し
ます。

－ 保育園と幼稚園が同一建物内に －

「なかせんワイワイらんど」

【問い合わせ】中仙総合支所市民課☎ 0187-56-2114まで

Step3



7

■
介
護
予
防
地
域
支
え
合
い
事
業
費

５
０
８
６
万
５
千
円

　
調
理
が
困
難
な
高
齢
者
等
に
対
し
て
、

定
期
的
に
訪
問
し
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　
寝
た
き
り
等
で
寝
具
の
衛
生
管
理
の

た
め
の
水
洗
い
、
乾
燥
消
毒
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
、
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
ま
す
。

　
在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の

自
立
し
た
生
活
の
継
続
を
可
能
に
す
る
た

め
の
軽
度
生
活
援
助
を
実
施
し
ま
す
。

　
介
護
方
法
や
介
護
予
防
、介
護
者
の
健

康
づ
く
り
等
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
術
習

得
の
た
め
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
家
庭
介
護
の
経
験
を
生
か
し
、ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
方
で
、訪
問
介
護
員
養

成
研
修（
２
・
３
級
）の
受
講
修
了
者
へ
当

該
年
度
１
回
に
限
り
助
成
し
ま
す
。

■
敬
老
の
日
事
業
費

１
億
３
１
８
９
万
９
千
円

　
長
寿
祝
い
金
の
支
給
や
総
合
支
所
単

位
の
敬
老
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

　
祝
い
金
は
77
歳
、
80
歳
、
88
歳
、
99
歳
、

１
０
０
歳
、
１
０
１
歳
以
上
の
高
齢
者
に

支
給
し
ま
す
。

　
大
仙
市
の
高
齢
化
率
は
28
・
９
％
と

県
平
均
を
上
回
る
高
齢
化
率
を
示
し
て

い
ま
す
。（
６
月
30
日
現
在
）

　
年
々
増
加
し
て
い
る
高
齢
者
へ
の
保

健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
施
策
が
重
要

な
課
題
と
な
り
ま
す
。

「
安
心
で
き
る
健
康
長
寿
社
会
」

■
保
健
事
業
費３

億
１
６
８
４
万
５
千
円

　
成
人
お
よ
び
高
齢
者
の
疾
病
の
早
期

発
見
に
努
め
、早
期
治
療
に
結
び
つ
け
る

と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
事
業
と
し

て
、
健
康
手
帳
の
交
付
、
健
康
教
育
、
健

康
相
談
、
各
種
健
康
診
査
、
訪
問
指
導
を

実
施
し
ま
す
。

　
各
地
区
で
実
施
し
て
き
た
検
診
項
目

を
引
き
続
き
実
施
し
、一
部
地
区
で
実
施

し
て
き
た
前
立
腺
が
ん
検
診
や
歯
周
病
疾

患
検
診
を
今
年
度
か
ら
全
市
に
拡
大
し
て

実
施
し
ま
す
。

■
市
立
大
曲
病
院
事
業

９
億
２
５
０
２
万
１
千
円

　
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
医
療
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、患
者
と
そ
の
家
族
を

支
え
る
精
神
医
療
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

■
老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業

８
４
０
０
万
円

　
西
仙
北
地
域
に
建
設
中
で
、民
間
が
運

営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
費

を
補
助
し
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

　
老
人
福
祉
施
設
へ
の
入
所
待
機
者
の

解
消
に
努
め
ま
す
。

「大仙市の高齢化率」

Step4

高齢化率とは、総人口に占める65 歳以上の方々の割合で、大仙市は
28.92％となっています。　　　　　　　　　　　　（６月30日現在）

（地域）
（人口）

神岡
6,051人

大曲
38,589人

中仙
11,601人

西仙北
10,594人

協和
8,695人

南外
4,572人

仙北
8,051人

太田
7,614人

26.41％

29.40％
31.61％ 30.64％

32.36％ 32.87％

28.52％ 29.06％

35％

20％

25％

30％65歳以上
   28.92%

９歳以下
11.64

％

40

～

64

歳

29.07

％

30

～

39

歳

10.66

％

20

～

29

歳

10.17

％

10

～

19

歳

9.54

％

９歳以下
11.64％

40～64歳
29.07％

30～39歳
10.66％

20～29歳
10.17％

10～19歳
9.54％

◆ 各地域ごとの高齢化率 ◆
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■
道
路
新
設
改
良
費

17
億
４
３
４
８
万
９
千
円

　
地
域
の
特
性
や
発
展
の
方
向
を
踏
ま

え
総
合
的
な
道
路
網
計
画
を
策
定
し
、安

全
で
円
滑
な
交
通
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

■
駅
東
線
街
路
整
備
事
業
費

３
億
１
０
１
万
８
千
円

　
大
曲
駅
と
国
道
13
号
大
曲
バ
イ
パ
ス

を
直
結
す
る
「
都
市
計
画
道
路
駅
東
線
」

の
街
路
整
備
を
行
い
、秋
田
新
幹
線
を
介

し
た
高
速
鉄
道
網
と
、
大
曲
西
道
路
、
秋

田
自
動
車
道
を
介
し
た
高
速
道
路
網
と
の

連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
駅
前
広
場
の
整
備
に
よ
り
、
路

線
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
と
の
結
節
機
能
を

強
化
し
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
総
合
整
備
事
業
費

１
億
９
５
３
５
万
９
千
円

　
大
曲
駅
前
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
を
核
と
し
て
、
区
画
整
理
事
業
の

テ
ー
マ
で
あ
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　
幹
線
道
路
の
整
備
に
よ
る
住
環
境
整

備
に
よ
る
定
住
人
口
増
加
、駅
東
広
場
の

整
備
に
よ
る
大
曲
駅
の
機
能
向
上
、周
辺

地
区
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

「
交
通
体
系
の
整
備
と
交
流
拠
点
づ
く
り
」

　
地
域
の
活
性
化
と
地
域
間
の
交
流
を

促
す
た
め
、
旧
市
町
村
の
幹
線
道
路
網

を
体
系
的
に
整
備
し
ま
す
。
併
せ
て
生

活
に
密
着
し
た
道
路
に
つ
い
て
は
、
要

望
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
検
討

し
ま
す
。

■
都
市
計
画
公
園
事
業
費

１
億
３
０
４
４
万
９
千
円

　
大
曲
総
合
公
園
、仙
北
ふ
れ
あ
い
公
園

な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

　
総
合
公
園
は
、
県
立
農
業
科
学
館
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
、キ
ャ
ン
プ
場
に

隣
接
す
る
ス
ポ
ー
ツ
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
文
化
、
教
養
を
一
体
的
に
発
揮
で
き

る
複
合
施
設
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ

れ
あ
い
公
園
は
、
だ
れ
で
も
が
日
常
的
に

運
動
を
楽
し
め
、
か
つ
文
化
的
な
要
素
を

盛
り
込
ん
だ
公
園
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

■
大
曲
駅
前
第
二
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業

23
億
９
６
０
９
万
８
千
円

　
大
曲
駅
西
側
の
こ
の
地
区
は
、市
の
中

心
市
街
地
で
あ
り
商
店
街
や
住
宅
地
域
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。公
共
施
設
の
整
備

の
遅
れ
か
ら
土
地
の
利
用
状
況
が
極
め
て

悪
く
、
新
幹
線
開
通
に
よ
る
交
通
の
利
便

性
や
商
業
交
流
拠
点
地
区
の
特
性
を
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
区
画
整
理
に
よ
り
、
中
心

市
街
地
の
道
路
、
水
路
、
公
園
等
の
公
共

施
設
を
整
備
し
、
商
店
街
の
形
成
や
宅
地

利
用
の
増
進
と
地
域
全
体
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

　区画整理事業の地区は大仙市の中心市街地であり、大仙市の玄関口でもあり
ます。
　多様な都市機能が集積するこの地区の区画整理を進めることで、「個性とうる
おいのあるまち」づくりを目指し、公共施設の整備改善を行い、交通の円滑化、
歩行者の安全確保に努めながら商店街の形成、住宅利用の増進と地域全体の活
性化を図るねらいがあります。
　◆施行区域面積／25.7ヘクタール
　◆施工期間／平成元年～平成24年（予定）

－ 中心市街地から地域全体の活性化を図る －

「大曲駅前第二地区土地区画整理事業」

【問い合わせ】大仙市土地区画整理事務所☎ 0187-63-0542まで

Step5
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■
農
業
集
落
排
水
事
業
費

17
億
６
６
６
５
万
円

　
農
業
用
水
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
未
整
備
地
区
の
面
的
整
備
等
の
事
業

を
展
開
し
な
が
ら
、
農
業
用
水
の
水
質

保
全
と
生
活
環
境
の
整
備
を
進
め
、
適

切
で
効
率
的
な
排
水
処
理
対
策
を
進
め

ま
す
。

■
公
共
下
水
道
整
備
事
業
費

26
億
９
８
６
３
万
９
千
円

　
公
共
下
水
道
を
整
備
し
、公
衆
衛
生
の

向
上
お
よ
び
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
を

図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
公
共
水
域
の
水
質

保
全
に
努
め
ま
す
。

■
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
費

２
億
１
４
５
０
万
６
千
円

　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
を
整
備

し
、公
衆
衛
生
の
向
上
お
よ
び
良
好
な
生

活
環
境
の
確
保
を
図
り
ま
す
。あ
わ
せ
て

公
共
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
ま
す
。

■
特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
費

８
１
６
４
万
３
千
円

　
西
仙
北
地
域
、協
和
地
域
の
公
共
下
水

道
事
業
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
の
区

　
水
道
事
業
計
画
の
早
期
策
定
や
公
衆

衛
生
の
向
上
、
農
業
用
水
の
水
質
保
全

等
の
た
め
、
上
水
道
、
簡
易
水
道
や
公

共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
合
併
処

理
浄
化
槽
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

「
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
」

域
外
に
お
い
て
、
市
が
事
業
主
体
と
な
り

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
、公
衆
衛
生

の
向
上
お
よ
び
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保

を
図
り
ま
す
。あ
わ
せ
て
公
共
水
域
の
水

質
保
全
に
努
め
ま
す
。

■
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

１
億
４
８
５
１
万
２
千
円

　
公
共
下
水
道
事
業
お
よ
び
農
業
集
落

排
水
事
業
の
区
域
外
に
お
い
て
、公
衆
衛

生
の
向
上
お
よ
び
良
好
な
生
活
環
境
の
確

保
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
公
共
水
域
の

水
質
保
全
に
努
め
る
た
め
、合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
へ
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
上
水
道
事
業６

億
６
４
８
２
万
６
千
円

　
上
水
道
の
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新
、

老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
宇
津
台
浄
水
場
の

配
水
池
を
新
設
し
、安
全
か
つ
安
定
し
た

水
の
供
給
を
確
保
し
ま
す
。ま
た
施
設
の

効
率
的
運
用
に
よ
る
水
質
管
理
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

■
簡
易
水
道
事
業

22
億
２
８
７
８
万
９
千
円

　
簡
易
水
道
事
業
に
よ
り
、
取
水
施
設
、

送
水
施
設
、
配
水
施
設
、
浄
化
施
設
等
を

整
備
し
、安
全
で
安
定
し
た
水
道
水
の
供

給
を
図
り
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
拡
張

第
四
堰
堤
増
設
工
事

２
７
０
３
万
２
千
円

　
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
拡
張
し
、

埋
め
立
て
面
積
を
確
保
し
ま
す
。

　
新
し
い
最
終
処
分
場
の
供
用
開
始
ま

で
の
埋
め
立
て
面
積
を
確
保
す
る
た
め
増

設
工
事
を
行
い
ま
す
。限度額

562,000円

657,000円

832,000円

－ 良好な生活環境の確保－

「浄化槽設置整備事業補助金」
　公共下水道および農業集落排水事業の区域外で、合併処理浄化槽設置へ
の補助金を交付します。
　浄化槽の大きさと補助金の限度額は次のとおりです。

【問い合わせ】各総合支所土木課（大曲地域は下水道課）まで

人槽区分

５人槽

６～７人槽

８～10人槽

建 築 物 の 状 況

居住部分面積が160㎡未満

居住部分面積が160㎡以上

居住部分に台所および浴室が２カ所以上ある

Step6
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■
国
体
準
備
事
業

９
６
１
万
円

　
平
成
19
年
に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る

国
民
体
育
大
会（
秋
田
わ
か
杉
国
体
）。当

市
は
①
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
②
軟
式
野
球
③
な

ぎ
な
た
④
自
転
車
競
技（
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）

の
正
式
競
技
と
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
行
事
の
会
場
で
す
。

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
開
催
お
よ
び
来
年

開
催
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
む
け
て
、
今

年
度
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
大
会
開
催
地
と
し
て
、
市
民
へ
の
周

知
、ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
組
織

強
化
を
図
り
、市
民
総
参
加
に
よ
る
大
会

運
営
を
目
指
し
ま
す
。

■
払
田
柵
跡
環
境
整
備
事
業

１
０
３
４
万
３
千
円

　
国
指
定
史
跡
「
払
田
柵
」
の
外
郭
北
門

か
ら
東
に
延
び
る
材
木
塀
沿
い
の
芝
張
り

工
事
と
地
質
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
環
境
整
備
に
よ
る
遺
跡
の
保
存
を
図

る
と
と
も
に
、遺
跡
の
性
格
や
内
容
を
分

か
り
や
す
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、多
く
の

方
々
に
史
跡
公
園
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。

「
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」

　
文
化
財
の
保
護
と
文
化
の
香
り
高
い

地
域
づ
く
り
、
市
民
に
よ
る
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設
等
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
努
め
ま
す
。

■
払
田
柵
跡
土
地
買
上
事
業

２
６
０
０
万
円

　
土
地
の
公
有
地
化
に
よ
り
遺
跡
の
保

存
を
図
る
と
と
も
に
、環
境
整
備
に
よ
り

史
跡
公
園
と
し
て
遺
跡
の
性
格
や
内
容
を

分
か
り
や
す
く
表
現
し
、多
く
の
方
々
に

史
跡
公
園
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
整
備
を
図
り
ま
す
。

■
池
田
氏
庭
園
整
備
事
業

１
２
７
５
万
９
千
円

　
昨
年
、
国
の
名
勝
指
定
を
受
け
た
「
池

田
氏
庭
園
」
の
景
観
を
保
持
し
な
が
ら
、

築
庭
当
時
の
景
観
復
元
整
備
を
年
次
計
画

で
実
施
し
、
学
術
上
・
観
賞
上
優
れ
た
庭

園
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
の
発
展
は
も
と
よ
り
、県
内
外
の

政
治
・
経
済
・
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
き
た
池
田
氏
の
庭
園
を
後
世
に
伝
え

ま
す
。

　
今
年
度
は
不
要
樹
木
等
の
伐
採
処
理

と
洋
館
修
復
の
た
め
の
基
本
設
計
と
実
施

設
計
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
５
０
０
歳
野
球
大
会２

６
７
万
８
千
円

　
毎
年
９
月
に
神
岡
地
域
で
開
催
さ
れ

て
い
る
５
０
０
歳
野
球
。
昨
年
の
参
加

チ
ー
ム
は
１
５
０
チ
ー
ム
で
し
た
。高
齢

者
の
体
力
づ
く
り
、
交
流
の
機
会
、
そ
し

て
話
題
の
場
と
し
て
、
年
々
参
加
チ
ー

ム
、
人
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
全
県
５
５
０
歳
野
球
大
会

70
万
円

　
毎
年
８
月
に
南
外
地
域
で
開
催
さ
れ

て
お
り
、
前
年
度
大
会
、
前
年
度
全
県
５

０
０
歳
野
球
大
会
の
上
位
チ
ー
ム
と
地
元

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
す
。

　平成19年９月29日（土）から10月９日（火）まで
の日程で開催される「秋田わか杉国体」。
　大仙市では、軟式野球、なぎなた、ハンドボール、自
転車（ロードレース）の４つの正式競技が８会場で、フ
ライングディスク、グラウンド・ゴルフのデモンスト
レーション・スポーツ行事が２会場で行われます。

－ 市民総参加で大会の成功を －

「平成19年度
秋田わか杉国体」

【問い合わせ】
　国体準備事務局
　☎ 0187-63-1111（内線319）まで
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■
自
治
会
支
援
事
業
費
補
助
金

２
５
１
８
万
４
千
円

　
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
、自
治
会
の

組
織
化
推
進
の
た
め
、自
治
会
、町
内
会
、

集
落
会
等
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
活
動

支
援
事
業
費
補
助
金

５
０
０
万
円

　
地
域
づ
く
り
活
動
を
実
施
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
各
種
市
民
団
体
等
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
、住
民
主

体
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
事
業

費
補
助
金

５
０
０
万
円

　
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

施
設
等
の
整
備
ま
た
は
こ
れ
以
外
の
事
業

を
行
い
、
地
域
づ
く
り
を
自
ら
考
え
、
自

ら
行
う
自
治
会
の
事
業
に
対
し
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

■
自
治
会
街
灯
設
置
事
業
費
補
助
金

２
３
７
万
９
千
円

　
自
治
会
等
が
設
置
す
る
街
灯
の
設
置

経
費
の
一
部
を
補
助
し
、地
域
住
民
の
負

　
行
政
を
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
位

置
づ
け
、
住
民
の
目
線
に
立
ち
、
住
民
と

の
協
働
の
も
と
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
ま
す
。

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

担
軽
減
と
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

■
自
治
会
館
維
持
管
理
費
等
補
助
金

１
７
８
０
万
円

　
自
治
会
等
が
自
主
運
営
す
る
会
館
の

維
持
管
理
等
経
費
の
一
部
を
補
助
し
、地

域
住
民
の
負
担
軽
減
と
地
域
づ
く
り
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

■
集
落
会
館
建
設
事
業
費
補
助
金

１
１
７
７
万
円

　
住
民
が
一
堂
に
会
す
る
施
設
の
建
設

等
を
行
う
た
め
の
経
費
の
一
部
を
補
助

し
、地
域
住
民
の
負
担
軽
減
と
地
域
づ
く

り
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

■
木
売
沢
地
区
宅
地
造
成
事
業

５
８
４
万
６
千
円

　
国
土
交
通
省
が
事
業
実
施
し
て
い
る

「
雄
物
川
中
流
部
緊
急
対
策
事
業
」
に
よ

る
築
堤
建
設
に
伴
う
、西
仙
北
地
域
木
売

沢
集
落
の
集
団
移
転
先
の
宅
地
造
成
を
実

施
し
、
分
譲
し
ま
す
。

■
雄
物
川
中
流
部
改
修
の
家
屋

移
転
に
伴
う
関
連
事
業

２
億
４
９
１
５
万
２
千
円

　
国
土
交
通
省
が
事
業
実
施
し
て
い
る

「
雄
物
川
中
流
部
緊
急
対
策
事
業
」
に
よ

る
築
堤
建
設
に
伴
う
、協
和
地
域
の
集
団

移
転
先
の
宅
地
造
成
を
実
施
し
、分
譲
し

ま
す
。

自治会支援事業費補助金
①おおむね10世帯以上の世
帯が加入している自治会、
町内会、集落会等で規約、
会則、役員、予算を定め地
域づくり活動を行っている

②自治会登録申請書で登録
されていること

③他の補助制度を受けてい
ないこと

ボランティア団体等活動支援
事業費補助金
　おおむね10人以上の会
員が加入しているボラン
ティア団体で、規約、会則、
役員、予算を定め社会貢献
活動を行っていること

個性豊かな地域づくり
事業費補助金

自治会街灯設置事業費補助金
自治会館維持管理費等補助金
集落会館建設事業補助金
自治会、町内会、集落会など

― 

応
援
し
ま
す
自
治
活
動 

―

「
各
種
自
治
会
支
援
助
成
制
度
」

【問い合わせ】
　各地区総合支所地域振興課まで

　各助成制度の対象は次の
とおりです。
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■大曲・協和地域入居者募集

◆入居資格／

①同居する親族がいる方。ただし、高齢者や障害者の方は単身

でも入居できる場合があります。

②住宅に困っている方

③収入が条例で定められている収入基準以下の方

④市町村税に滞納がない方

⑤市内に居住する連帯保証人がいる方

◆入居予定日／８月22日（月）

◆家賃／入居者の収入や住宅の設備等によって異なります。

◆募集住宅／

大曲地域船場町住宅（母子世帯向け）１戸（２ＬＤＫ・Ｈ１建設）

協和地域野田住宅 １戸（３ＬＤＫ・H４建設）

◆申込受付期間／７月19日（火）から29日（金）までの午前９時

～午後５時（土曜・日曜日を除く）

■大曲地域管理人募集

笑の口市営住宅（全80戸）を住み込みで管理してくださる

方を募集します。

◆条件／

①笑の口市営住宅に居住できる方

②同居親族があり、常駐管理できる方

③業務を確実に遂行できる方

※管理人手当は年額160,000円です。

◆申込受付期間／７月19日（火）から29日（金）までの午前９時

～午後５時（土曜・日曜日を除く）

【大曲地域に関する問い合わせ・申し込み】

大曲総合支所公園住宅課

☎ 0187-63-1111（内線223）まで
【協和地域に関する問い合わせ・申し込み】

協和総合支所土木課

☎ 018-892-3708まで

入居者、管理人を募集します
大曲・協和地域の市営住宅1

4
窓口業務は午後７時まで
大曲総合支所市民課

　大曲総合支所の窓口業務を延長しています。

◆取扱業務／戸籍の届け出、戸籍謄・抄本の発

行、住民票写しの発行、印鑑証明書の発行、

税証明書の発行

※住所・国保の異動、印鑑登録は平日午後５時

15分までにお願いします｡

【問い合わせ】

大曲総合支所市民課（内線101、120、130）まで

2
大仙市議会議員一般選挙
立候補予定者説明会

　任期満了（９月30日）に伴う大仙市議会議員

一般選挙の立候補予定者説明会を行います。

　立候補届け出や選挙公営の手続き、選挙運動

などについて説明するほか、立候補の届け出に

必要な書類をわたしますので、関係者は筆記用

具を持参のうえお集まりください。

◆日時／７月28日（木）午後１時30分～

◆会場／神岡農村環境改善センター（かみおか

温泉「嶽の湯」隣り）

【問い合わせ】

選挙管理委員会事務局

☎ 0187-72-2167まで

リニューアルしました
払田柵総合案内所の展示3

　払田柵総合案内所の展示替えを行いました。

新聞等をとおして報道され、大きな話題となっ

た出土品を一堂に展示しています。この他、解

説映像のオリジナルアニメ「払田柵物語」も好

評です。ぜひご来場ください。

◆開館時間／午前９時～午後４時

◆会場／払田柵総合案内所(大仙市払田仲谷地)

◆入館料／無料

◆休館日／毎週月曜日、祝日（文化の日・敬老

の日を除く）

【問い合わせ】

払田柵総合案内所

☎ 0187-69-2397
教育委員会文化財保護室

☎ 0187-63-8972まで
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商店街環境整備事業費補助金
　商店街、商店街団体等（店舗数が10店舗以上あ

る地域の商店街振興組合や街路灯を管理する任意

団体等）が設置管理している照明設備を対象に、街

灯の更新・補修・電気料の一部経費を補助します。

◆補助金額／

【照明設備の補修費】

更新＝対象経費の２分の１以内で限度額20万円

修繕＝対象経費の２分の１以内で限度額10万円

（一基当たり２万円未満の修繕は該当しません）

【照明設備の維持費】

対象経費の２分の１以内で限度額10万円

◆申請方法／

補助金等交付申請書に、計画書と維持管理して

いることを証明する書類を添付し申請してくだ

さい。

商店街等新規開店支援制度助成金
　商店街の空き店舗等の再利用を促進し、活性化

を図るための助成です。商店街団体等に誘致され

新規開店する方を対象に、新規開店者とその商店

街の活性化・組織化事業に対する助成を行います。

◆補助金額／

【新規開店者】

対象経費（店舗賃借料、店舗の新築・改装・設備

費）の３分の１以内で限度額100万円

【商店街団体等】

対象経費の３分の１以内で限度額10万円

◆申請方法／

対象となるには、区域の指定が必要です。補助金

等交付申請書に計画書と対象事業経費内容を証

する書類（商店街団体等の推薦書・入会申込書等）

を添付し事前に申請してください。

地域商店等活性化支援事業費補助金
　地域商店の活性化事業に対する補助です。30店

舗以上の地域商店で構成されるグループ等（商店街

単独での事業、同業種のみのグループ等は除く）が

対象で、次の事業が該当になります。

◆該当事業例／

①地域商店等の活性化のためのイベント

②地域通貨等の発行

③定期市の開催

④オリジナル商品の開発等

◆補助金額／

対象経費の２分の１以内で限度額150万円

◆申請方法／

事業計画書、グループ構成員名簿を事前に申請して

ください。

◆申請期限／９月30日（金）

55 ご案内します
商業振興と雇用促進のための制度

雇用助成金
　若年層の地域定住を促進し、雇用機会の拡大を

図るための助成です。

◆対象／

【事業所】

①市の誘致企業または中小企業者

②商法、有限会社法に規定する会社や個人事業者

③市内に事業所があること

④新規雇用の期日前６ヵ月に会社都合による離職者

がないこと

【新規雇用】

①45歳未満で、雇用された日から１年以上、市

に居住していること

②常用的雇用で、雇用された日から１年以上会

社に勤務していること

◆補助金額／

45歳未満の新規雇用者について１人当たり15万円

　新規雇用者が学校等の新卒者である場合は１人当

たり30万円

◆申請方法／

新規雇用が平成17年３月22日以降の場合は、大

仙市雇用助成金として平成18年３月22日以降

に申請が始まります。

※現在は、平成16年６月頃に大曲地域の事業所に

おいて新規雇用があった場合の申請・交付手続

を行っています。

【問い合わせ・申請】
本庁商工観光課商工労政班（内線271）まで

戦没者等の特別弔慰金
各総合支所でも受け付けします

　戦没者等の死亡当時の遺族で、遺族年金等を

受ける方がいない場合、次の優先順位で特別弔

慰金が支給されます。

◆優先順位／

①平成17年４月１日までに弔慰金の受給権を

取得した方

②戦没者等の子

③戦没者等と生計関係があった父母、孫、祖父

母、兄弟姉妹（姓が変わっている方、遺族以

外の方と養子縁組している場合を除く）

④③以外の父母、孫、祖父母、兄弟姉妹

⑤三親等内の親族で、戦没者等の死亡時まで引

き続き１年以上生計関係があった方

◆支給額／年額４万円（10年間）

【問い合わせ・申請】

各総合支所市民課

本庁社会福祉課企画班

☎ 0187-63-1111（内線162）まで
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8
お気軽に申し込みください
男女共同参画に関する「出前講座」

  市では、「男女共同参画」をもっと身近な問題として考えていた

だくための「出前講座」を実施します。

　「男女共同参画ってなに？」という疑問や「男女共同参画につい

て、もっと分かりやすく教えてほしい」という要望にお応えするた

めの講座ですので、お気軽にお申し込みください。

◆対象／市内に在住、在勤する、おおむね10人以上で構成する団

体またはグループ

◆開催時間・会場／午前９時から午後６時までの２時間以内で、会

場は市内に限る

◆費用／講師料は無料ですが、会場の手配等は申込者で準備

◆申し込み方法／申込書に記入の上、開催希望日の１カ月前までに

男女共同参画室または各総合支所地域振興課まで申し込み（申込

書は男女共同参画室および各総合支所地域振興課にあります）

◆その他／土・日曜日の開催も受け付けます。

※講師等の都合により日程等の希望に添えない場合があります。

※政治、宗教、営利、そのほか出前講座の目的に反するおそれがあるとき

は、講座の開催をお断りする場合があります

【問い合わせ】

本庁男女共同参画室

☎ 0187-63-1111内線323まで

　秋田県では、斉内川の

河道計画検討のため調

査・測量を行います。

　斉内川周辺では私有地

へ立ち入っての調査・測

量が実施されますので、

地元住民のみなさんのご

理解とご協力をよろしく

お願いします。

◆調査区間／

斉内川

（玉川合流点～東長野橋）

◆調査測量期間／

７月下旬から 12 月下

旬まで（予定）

【問い合わせ】

仙北地域振興局建設部

河川砂防課

☎0187-63-8127まで

7
私有地へ立ち入ります
斉内川河道計画

6
次の方々が選任されました
監査委員、固定資産評価審査委員会委員、教育委員会委員

　先に行われた第１回大仙市議会定例会において、次の方々が委員に選任、任命され、その後開催された

各委員会において次のとおり決定しました。<敬称略>

委員

佐々木 フミ子
（太田町国見・52歳）

委員
まさ てる

後 藤 眞 暎
（高梨・58歳）

教育長
よし たつ

笹 元 嘉 辰
（花館柳町・68歳）

職務代理者
はじめ

伊 藤　甫
（高関上郷・61歳）

教育委員長
し だ けん

信 田　健
（刈和野・59歳）

教　育　委　員　会　委　員

委員長

竹 内 誠 一
（大曲須和町・70歳）

委員長職務代理者

佐 藤 浩 康
（土川・62歳）

委員

佐 藤 幸之助
（豊岡・71歳）

固定資産評価審査委員会委員

監査委員（議員）

長 澤 春 男
（太田町駒場・59歳）

代表監査委員

田 牧 貞 夫
（角間川町・63歳）

監　査　委　員
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８月の市長面会日
９日（火） 午後１時30分～３時

会　場 ／ 西仙北総合支所
対　象 ／ 西仙北地域にお住まいの方

【問い合わせ・申し込み】

西仙北総合支所総務課☎ 0187-75-1111

10日（水）午前９時30分～11時
会　場 ／ 神岡総合支所
対　象 ／ 神岡地域にお住まいの方

【問い合わせ・申し込み】

神岡総合支所総務課☎ 0187-72-2111

１日・月 ●定例記者会見

２日・火 ●中仙西保育園竣工式

●中仙地域自治区地域協議会

●史跡払田柵跡調査指導委員会

４日・木 ●「農」ネットフォーラム秋田「新

農政への提言」

５日・金 ●大曲地域自治区地域協議会

●全国花火競技大会実行委員会

９日・火 ●西仙北地域追悼式

●市長面会日（西仙北地域）

10日・水●市長面会日（神岡地域）

15日・月●成人式（神岡、南外、太田地域）

27日・土●全国花火競技大会

28日・日●全国花火競技大会表彰式

（日程が変更になる場合があります）

　
大
仙
市
と
し
て
は
初
め
て
の
市

議
会
定
例
会
が
６
月
30
日
に
終
わ

り
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企

業
会
計
の
総
額
８
２
２
億
の
当
初

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
新
市
に
お
け
る

各
事
業
が
本
格
的
に
動
き
出
す
わ

け
で
す
か
ら
、
情
報
公
開
と
説
明

責
任
に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
の
推

進
、
住
民
参
加
よ
り
さ
ら
に
踏
み

込
ん
だ
「
市
民
と
の
協
働
の
地
域

づ
く
り
」
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
に
よ
っ
て
市
長
や

市
役
所
が
遠
く
な
る
の
で
は
と
い

う
住
民
の
不
安
を
取
り
除
く
た

め
、
今
月
中
に
は
旧
市
町
村
ご
と

の
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
地
域

の
声
が
行
政
に
届
く
仕
組
み
を
確

立
さ
せ
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
終
了
後
の
７
月
４
日
、
神

奈
川
県
の
座
間
市
に
出
向
き
、
地

震
な
ど
の
災
害
時
に
自
治
体
間
で

支
援
し
合
う
「
相
互
応
援
協
定
」

を
締
結
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
災
害
等
の
相
互
応
援
協
定
は
、

旧
中
仙
町
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
の

人
の
つ
な
が
り
や
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
に
よ
っ
て
協
定
が
結
ば
れ
て
い

た
も
の
で
、
大
仙
市
と
し
て
は
旧

協
定
の
精
神
を
生
か
し
、
さ
ら
に

発
展
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
座
間
市
は
首
都
圏
の
13
万
人
の

自
治
体
と
し
て
、
学
ぶ
べ
き
点
、

模
範
と
す
べ
き
制
度
な
ど
、
防
災

以
外
に
も
参
考
に
で
き
る
自
治
体

で
あ
り
ま
す
。
経
済
・
観
光
・
芸

術
・
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
交
流
を
広
げ
、
首
都
圏
の
窓
口

と
し
て
、
姉
妹
都
市
的
な
関
係
に

発
展
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
座
間
市
を
訪
れ
た
前
日
に
は

「
ド
ン
パ
ン
ふ
る
さ
と
中
仙
会
」
、

10
日
に
は
神
岡
地
域
「
嶽
雄
会
」

に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
会
は
旧
地
域
の
情
報

交
換
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
や
期
待
を
話
し
て
く
れ
る
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
開
催
さ
れ

る
各
地
域
で
の
首
都
圏
ふ
る
さ
と

会
に
も
全
部
出
席
し
な
が
ら
首
都

圏
ふ
る
さ
と
会
の
み
な
さ
ん
か
ら

大
仙
市
づ
く
り
に
力
を
貸
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

６月28日、仙北南保育園竣工式において。

市長交際費（6月1日～6月30日）
項　目　　　　　　  内　訳　　　　　　　　     件数　 金　額

寸　志
 　　　　　雄物川流域林業活性化

　　　　　　　　　センター通常総会他　　　　　　

御祝い　　　　　　大仙市体育協会設立総会他

弔慰金　　　　　　御香典（新聞広告含む）

協賛費
　　　　　　大曲商工会議所野球大会

　　　　　　　　　市長賞カップ

　　　　　   　　　　　　　　　　合　計

15

11

5

3

34

114,000

61,000

150,800

39,900

365,700
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●仙北地域人口統計（平成17年６月30日現在）
       2        2

■人口＝8,051人（大仙市：95,767人）■世帯＝2,240世帯（大仙市：30,269世帯）■面積＝29.56km（大仙市：866.68km）

「
総
合
支
所
便
り
」

　
第
7
回
目
は
、
史
跡
と
文
化
の
里

仙
北
総
合
支
所
か
ら
の
紹
介
で
す
。

■
仙
北
の
歴
史

　
明
治
4
年
に
御
役
屋
が
廃
止
さ
れ
、
仙
北

地
域
は
横
堀
・
福
田
・
板
見
内
な
ど
9
村
で

編
成
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
22
年
に
は
9
村
が

合
併
し
、
北
の
横
堀
村
と
南
の
高
梨
村
の
2

村
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
30
年
に
は

文
化
的
・
経
済
的
・
地
理
的
関
連
性
の
あ
る

高
梨
・
横
堀
両
村
が
合
併
し
仙
北
村
が
誕

生
。
昭
和
49
年
に
町
制
を
施
行
し
て
仙
北
町

と
な
り
現
在
に
至
っ
て
ま
す
。

■
現
在
の
仙
北

　
秋
田
県
南
部
、仙
北
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
東
は
太
田
地
域
と
美
郷
町
、
南
は
大
曲

地
域
、
北
は
中
仙
地
域
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

払
田
柵
跡
が
あ
る
長
森
や
真
山
、
一
ツ
森
の
台

地
を
除
く
と
平
坦
で
、
東
か
ら
西
へ
緩
や
か
に

傾
斜
し
て
い
ま
す
。
総
面
積
の
約
74
％
が
耕

地
で
、
丸
子
川
、
川
口
川
、
八
嶋
川
の
3
河
川

が
土
地
を
潤
し
、
豊
富
な
水
量
が
豊
か
な
土

地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

�

　
大
仙
市
議
場
と
な
っ
て
い
る
仙
北
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
や
仙
北
球
場
、
健
康
広
場
な
ど

の
文
化
・
体
育
施
設
の
ほ
か
、払
田
柵
跡
、
歴
史

民
俗
資
料
館
、
ま
が
り
家
み
ず
ほ
の
家
、
餅
の

館
、
史
跡
の
里
交
流
プ
ラ
ザ
柵
の
湯
な
ど
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。ま
が
り
家
で

の
臼
と
杵
を
使
っ
た
餅
つ
き
体
験
は
好
評
で
、県

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

みやび いざな

～雅なる時代へ誘うまち～

■
仙
北
の
ま
つ
り

【
夏
ま
つ
り
「
彩
夏S

E
N
B
O
K
U

」】　

　「
1
２
0
0
年
の
時
を
超
え
て
」
を
テ
ー

マ
に
平
安
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ま
つ
り
で
、
毎

年
8
月
15
日
に
払
田
柵
跡
外
柵
南
門
付
近
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
が
夕
闇
に
包

ま
れ
る
こ
ろ
、
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

お
ご
そ

で
あ
る
平
安
行
列
が
会
場
内
を
厳
か
に
進
み

ま
す
。
今
か
ら
約
1
２
0
0
年
前
の
延
暦
21

年
の
頃
、
払
田
柵
の
完
成
を
祝
い
政
庁
で
は

儀
式
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
払
田

つ
か

の
司
は
出
羽
の
国
と
陸
奥
の
国
の
遣
い
と
宴

を
彩
る
白
拍
子
を
従
え
て
、
大
路
へ
と
歩
き

始
め
ま
し
た
。
平
安
行
列
は
そ
の
様
子
を
再

現
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
夜
空
を
色
鮮
や
か
に
彩
る
花
火

シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な
内
容
で
、
1
２
0
0
年

の
時
を
超
え
て
「
平
安
」
の
雰
囲
気
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
仙
北
地
域
の
夏
の
風
物
詩

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
払
田
の
柵
の
冬
ま
つ
り
】

　
毎
年
2
月
中
旬
払
田
柵
跡
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
は
、
約
1
２
0

0
年
の
昔
、こ
の
地
を
飛
び
交
っ
て
い
た
蛍
を

約
1
5
0
0
個
の
ミ
ニ
か
ま
く
ら
で
再
現
し
た

か

い

暇
夷
ほ
た
る
。子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
心
を
込
め
て
作

り
ま
す
。
夜
の
帳
が
お
り
る
こ
ろ
、
か
ま
く
ら

一
つ
ひ
と
つ
に
ロ
ウ
ソ
ク
が
と
も
さ
れ
、た
く

さ
ん
の
蛍
が
舞
い
降
り
た
か
の
よ
う
な
幻
想
的

な
光
景
を
つ
く
り
出
し
ま
す
。

　
史
跡
の
里
仙
北
で
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　平安時代の
初めから儀式

や行

政、軍事の機
能を果たし

ていた

役所跡とい
われていま

す。約

87.8haの広大
な柵跡の中央

部に

は政庁跡があ
り多くの遺物

が出

土されてお
り、発見され

た角材

の年輪から
、西暦801年

に築造

されたと考
えられてい

ます。

　文献には一
切出ていない

こと

など、今もな
お謎が深ま

る壮大

な史跡です
。

国指定史跡 
払田柵跡
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●横堀小学校

●高梨小学校

真山 長森

払田柵総合案内所●

●仙北中学校

←至大曲駅

↑至秋田市

至横手市↓

至美郷町↓

至美郷町→

至太田地域→

↑至角館町

●大仙市仙北図書館

大仙市仙北体育館●

一ツ森

●
まがり家

みずほの家

●歴史民俗資料館

R
13
大
曲

ス

バ
イ
パ

●

星宮遺跡

●

餅の館

餅の展示数日本一

●みどり幼稚園

真森苑・紫陽花館●

仙北球場・健康広場

●

史跡の里交流プラザ

サン・コーポラスせんぼく● 県埋蔵文化財センター●

仙北総合支所●

●

池田氏庭園

　臼と杵を使った餅つき体験。初めての方でも、師範代が指導しま

すので大丈夫。餅つきの後は甘いあんこやきな粉、ごまなどを使っ

て餅づくりに挑戦。つきたての柔らかいお餅をご賞味ください。

◆体験料／餅2升（15～20人分）7,500 円～

◆会場／仙北まがり家 みずほの家

※1週間前に予約が必要です。体験料には、餅米・あん・きな粉・

ごま・餅つき指導代を含みます。餅はお持ち帰りもできます。

【問い合わせ・申し込み】

仙北総合支所地域振興課☎0187-63-3003　

夏夏

彩夏SENBOKU

冬冬
払田柵の冬まつり
　　　　暇夷ほたる

●仙北ふれあい文化センター

●ふれあい親水公園

●

まがり家みずほの家

餅餅
つ
き
つ
き

東北最大級の国指定史跡

払田柵跡

国指定名勝

仙北地域案内図
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１
０
０
歳
お
め
で
と
う

「
小
笠
原
ト
メ
さ
ん（
大
曲
西
根
）に
祝
い
金
」

　
６
月
25
日（
土
）、１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
小
笠
原
ト

メ
さ
ん
に
市
か
ら
長
寿
祝
い
金
、
県
か
ら
記
念
品
、
ま
た
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族
に
県
か
ら
賞
詞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
笠
原
さ
ん
は
、大
曲
地
域
内
小
友
で
明
治
38
年
に
生
ま

れ
、
３
男
２
女
を
育
て
あ
げ
、
70
歳
ご
ろ
ま
で
野
菜
作
り
に

精
を
出
し
、
行
商
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
孫
夫
婦
と

ひ
孫
２
人
と
の
５
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
栗
林
市
長
が
「
１
０
０
歳
の
お
祝
い
で
す
。
お
小
遣
い
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
い
金
を
手
渡
す
と
、「
た
く
さ
ん
の

人
が
お
祝
い
に
来
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
合
併
後
、長
寿
祝
い
金
を
贈
っ
た
の
は
小
笠
原
さ
ん
が
２

人
目
で
す
が
、
在
宅
で
の
該
当
者
は
初
め
て
に
な
り
ま
す
。

ぬ
く
も
り
あ
る
園
舎
の
完
成
を
祝
う

「
仙
北
南
保
育
園
竣
工
式
」

　
６
月
28
日（
火
）、仙
北
南
保
育
園
の
竣
工
式
が
新
園
舎
で

行
わ
れ
ま
し
た
。同
園
は
昭
和
47
年
の
開
園
で
老
朽
化
が
激

し
い
こ
と
か
ら
、
国
指
定
名
勝
「
池
田
氏
庭
園
」
に
隣
接
し

た
土
地
に
、
昨
年
か
ら
新
築
工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
施
設
は
、
園
児
の
安
全
と
健
康
に
配
慮
し
オ
ー
ル
電
化

で
、
全
体
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
。
さ
ら
に
、
木
材
の
香
り

と
豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
、ぬ
く
も
り
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
空

間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
遊
戯
室
や
保
育
室
な
ど
の
ほ
か
、
多

様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
に
、
乳
児
室
や
一
時
保
育
室
、
子
育
て
支
援
相
談
室
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
式
の
最
後
に
は
、園
児
16
人
が
く
す
玉
を
割
っ
て
新
し
い

保
育
園
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
世
代
交
流
と
自
治
会
親
睦

「
中
仙
地
域
の
地
区
住
民
運
動
会
」

　
６
月
19
日（
日
）、
26
日（
日
）、
中
仙
地
域
鴬
野
・
鑓
見
内
・

清
水
・
豊
川
・
豊
岡
で
自
治
会
対
抗
の
住
民
運
動
会
が
、
長

野
地
区
で
自
由
参
加
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
地
区
公
民
館
分
館
が
主
催
で
、世
代
交
流
と
自

治
会
の
親
睦
・
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
、
自
治
会
活
動
の
主
な
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
運
動
会
は
今
年
で
47
回
を
数
え
る
地
区
も
あ
り
、地

区
活
動
の
活
発
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。優
勝
目
指
し
て
の
真

剣
勝
負
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
種
目
で
は
珍
プ
レ
ー
あ
り
と
、

活
気
と
笑
い
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
祭
で
は

各
種
目
で
順
番
待
ち
が
で
き
る
ほ
ど
で
、子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し
み
ま
し
た
。

地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み

「
太
田
地
域
の
朝
ど
り
野
菜
農
産
物
自
由
市
場
」

　
６
月
25
日（
土
）、
太
田
交
流
プ
ラ
ザ（
太
田
町
横
沢
）で

「
朝
ど
り
野
菜
農
産
物
自
由
市
場
」
が
開
か
れ
、
新
鮮
な
農

産
物
を
買
い
求
め
る
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、キ
ャ
ベ
ツ
や
キ
ュ
ウ
リ
、ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
野
菜
、

草
花
、
ピ
ー
マ
ン
と
味
噌
を
あ
え
た
農
産
加
工
品
な
ど
が
並

び
、
訪
れ
た
人
は
新
鮮
な
農
産
物
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
一
番
乗
り
し
た
主
婦
は
、「
生
産
者
と
直
接
触
れ
合
え
る

機
会
は
限
ら
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
。

鮮
度
も
よ
く
、
さ
っ
そ
く
家
で
調
理
し
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
太
田
総
合
支
所
で
は
、８
月
と
10
月
に
も
市
場
を
開
く
予
定

で
す
。
次
回
も
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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人
生
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
ろ
う

「
西
仙
北
高
校
で
Ｇ
Ｅ
取
締
役
が
進
路
講
演
会
」

　
６
月
30
日（
木
）、
西
仙
北
高
校
で
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク（
Ｇ
Ｅ
）株
式
会
社
取
締
役
の
八
木
洋
介
氏
を
講

師
に
迎
え
「
進
路
講
演
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
発
明
王
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
が
創
業
し
た
Ｇ
Ｅ
社
は
、
日

本
で
も
１
０
０
年
以
上
事
業
展
開
を
し
て
い
る
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
企
業
。
講
演
会
に
は
文
部
科
学
省
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

重
点
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
西
仙
北
高
校
と
南
外
中
学
校
の
生

徒
や
一
般
客
な
ど
約
４
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
自
身
の
体
験
を
も
と
に
、ま
じ
め
に
生
き
る
こ
と
や
頑
張

る
こ
と
の
大
切
さ
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
八
木
氏
。「
人
生
と

い
う
物
語
の
中
で
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、

中
高
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

会
員
相
互
の
親
睦
と
地
域
福
祉
の
向
上
を

「
大
仙
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
設
立
総
会
」

　
７
月
１
日（
金
）、大
仙
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
設
立
総

会
が
行
わ
れ
、
旧
８
市
町
村
ご
と
に
活
動
し
て
い
た
福
祉
協

会
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
各
地
域
の
代
表
な
ど
約
50
人
が
参
加
。
会
則
や

事
業
計
画
、
予
算
計
画
、
予
算
案
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
前
の
協
議
会
で
会
長
に
選
出
さ
れ
た
大
曲
地
域
の
高

橋
彦
安
さ
ん
が
、「
現
会
員
数
の
１
７
１
７
人
は
、
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
方
の
約
３
分
の
１
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
設

立
を
機
に
会
員
数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
よ
う
努
力
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
市
障
害
者
福
祉
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
な
ど
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

優
秀
な
牛
が
勢
ぞ
ろ
い
　
飼
養
技
術
を
競
う

「
第
１
回
大
仙
市
畜
産
共
進
会
」

  

６
月
29
日(

水)

、
第
１
回
大
仙
市
畜
産
共
進
会
が
神
岡
地

域
の
笹
倉
放
牧
場
で
行
わ
れ
、市
内
か
ら
肉
用
牛
の
黒
毛
和

種
80
頭
と
乳
用
牛
６
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
共
進
会
は
、
管
内
の
優
秀
な
家
畜
を
一
堂
に
集
め
、

生
産
者
の
飼
養
技
術
向
上
と
親
睦
交
流
を
深
め
る
目
的
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
共
進
会
会
長
の
栗
林
市
長
が
「
食
の

安
全
性
が
重
視
さ
れ
る
中
、消
費
者
に
安
心
し
て
食
べ
て
も

ら
え
る
畜
産
物
の
生
産
に
、よ
り
一
層
励
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、愛
情
を
か
け
て
育
て
上
げ
た
牛
が
勢
ぞ
ろ

い
し
た
こ
と
か
ら
、審
査
員
も
優
劣
を
決
め
る
の
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
神
岡
地
域
の
竹
原
隆
さ
ん
「
き
ち
さ
と
３
号
」

が
初
の
市
長
賞
と
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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今
年
２
月
、
循
環
型
農
業
の
発
展
を
目
指

し
、
安
全
で
健
康
な
食
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
環
境
に
配
慮
し
た
企
業
が
設
立
さ
れ
た
。

　「
有
限
会
社
ア
グ
リ
テ
ク
ノ
ジ
ャ
パ
ン
」
は

食
の
安
心
、
安
全
そ
し
て
健
康
に
応
え
る
べ

く
「
無
臭
大
豆
・
す
ず
さ
や
か
」
を
使
っ
た

新
商
品
を
開
発
し
、
事
業
展
開
し
て
い
る
。

豆
乳
ブ
ー
ム
、
減
反
の
米
に
替
わ
る
作
物
と

し
て
注
目
さ
れ
る
中
、
無
臭
大
豆
の
売
り
込

み
は
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
と
提
携
し
て
本
格

的
に
動
き
出
し
た
。

　
東
京
の
有
名
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
で
行
わ
れ

た
試
食
会
で
は
、
無
臭
大
豆
の
粉
を
使
用
し

あ
ん
に
ん

た
水
キ
ョ
ー
ザ
や
肉
団
子
、
杏
仁
豆
腐
、

ケ
ー
キ
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
幅
広
い
用
途
と

健
康
を
支
え
る
新
食
材
と
し
て
期
待
が
持
た

れ
て
い
る
。

　
そ
の
会
社
の
社
長
で
あ
る
池
田
泰
久
さ
ん

は
、
仙
北
地
域
に
あ
る
東
北
を
代
表
す
る
名

家
「
池
田
家
」
の
16
代
当
主
で
も
あ
る
。

　
池
田
家
と
い
え
ば
、
県
内
一
の
地
主
と
し

て
、
山
形
の
本
間
家
、
宮
城
の
斉
藤
家
と
並

び
東
北
三
大
地
主
と
し
て
知
ら
れ
た
。
屋
敷

は
大
曲
の
市
街
地
に
ほ
ど
近
く
、
広
々
と
し

た
田
園
風
景
の
中
に
、
木
立
が
繁
り
緑
濃
い

も
り杜

の
よ
う
に
見
え
る
。
４
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
広
さ
が
あ
り
、
上
空
か
ら
見
る
と
家
紋
で

あ
る
亀
甲
桔
梗
の
亀
甲
を
表
わ
し
た
と
い
わ

れ
る
六
角
形
を
形
取
っ
て
い
る
。

　
こ
の
屋
敷
内
の
庭
園
は
、
近
代
公
園
の
先

駆
者
で
秋
田
市
の
千
秋
公
園
を
設
計
し
た
長

岡
安
平
の
協
力
を
得
て
、
明
治
か
ら
大
正
に

か
け
て
つ
く
ら
れ
た
池
泉
廻
遊
式
庭
園
で
、

観
賞
、
学
術
の
両
面
か
ら
極
め
て
価
値
が
高

い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
２
月
に
は
県

内
で
は
初
め
て
庭
園
と
し
て
国
の
名
勝
に
指

定
さ
れ
た
。

　
池
田
家
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
３

代
に
わ
た
り
地
元
高
梨
村
の
村
長
を
務
め
た

歴
史
が
あ
る
。
ま
た
、
常
に
農
業
を
基
幹
と

し
た
姿
勢
で
、
私
財
を
投
じ
て
地
域
の
発
展

に
寄
与
し
、
県
内
外
の
政
治
・
経
済
・
文
化

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

　
農
業
を
愛
し
、
地
域
を
愛
し
た
池
田
家
に

は
こ
ん
な
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。

　
11
代
当
主
で
あ
る
文
八
郎
氏
が
、
つ
ね
日

ご
ろ
か
ら
「
東
山（
池
田
家
か
ら
見
え
る
奥

羽
山
脈
）之
れ
築
山
、
河
川
之
れ
泉
水
、
家
を

■いけだ　やすひさ
昭和24年１月11日旧仙北町生まれ。
有限会社アグリテクノジャパン代表取締役社長。
昨年銀行を退職後、秋田の農家が作り、秋田の会
社が販売する無臭大豆を全国ブランドにしよう
と、今年２月に会社を設立。
経営理念に「農業に関与する事業を主体とした
活動で、地元経済の活性化に貢献する」と掲げて
いる。

農
業
関
連
事
業
を
展
開
し
、
地
元
の
活
性
化
を

ア
グ
リ
テ
ク
ノ
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
社
長（
池
田
家
16
代
当
主
）

池 

田 

泰 

久 

さ
ん
（
仙
北
地
域
・
高
梨
大
嶋
・
56
歳
）

め
ぐ遶

れ
る
田
面
に
黄
金
の
波
打
れ
る
、
此
れ
吾

が
無
上
の
庭
園
な
り
と
以
っ
て
其
農
事
に
勉

励
し
て
志
の
大
な
る
を
知
る
に
足
る
べ
し
」

と
話
し
た
。
ま
た
佐
竹
藩
の
一
行
が
農
事
視

察
の
た
め
に
立
ち
寄
り
、
宴
席
で
盆
栽
の
評

議
に
な
っ
た
。
当
主
は
一
株
の
稲
を
植
え
た

鉢
を
持
ち
「
吾
に
一
つ
の
鉢
植
え
あ
り
、
恐

ら
く
之
れ
一
等
の
位
置
を
占
む
も
の
な
る
べ

た
か
ら
ぐ
さ

し
。
之
れ
国
を
富
ま
す
寶
草
な
り
」
と
言
い
、

み
な
を
感
服
さ
せ
た
と
い
う
。

　
新
会
社
を
設
立
す
る
に
当
た
り
「
農
業
関

連
の
事
業
を
展
開
し
て
、
地
元
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
す
16
代
当
主
の
泰

久
さ
ん
。
農
業
を
地
盤
と
し
て
地
域
を
愛

し
、
地
域
発
展
に
尽
く
し
た
池
田
家
の
精
神

は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

国内最大級の雪見灯籠。高
さ、笠の径ともに４メート
ル。笠の広さは８畳分。
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気軽に運動不足解消

ジャザサイズ

◆詳細／

【昼クラス】

日時／毎週火曜日午前10時15分

～11時15分

会場／花園児童センター（大曲）

【夜クラス】

日時／毎週水曜日午後７時20分

～８時20分

会場／神岡農村環境改善センター

（神岡温泉「嶽の湯」隣り）

◆参加費／初回体験無料

◆持参するもの／バスタオル、

シューズ

【問い合わせ・申し込み】

豊島さん

☎ 018-893-2172まで

プレゼントします

秋田スギ内装材

　乾燥秋田スギを約70パーセン

ト以上使用して県内に住宅を新

築、全面改築する方に秋田スギ内

装材をプレゼントします。

◆戸数／50戸

※50戸を超えて申し込みがあった

場合は公開抽選により決定します。

◆決定日／８月５日（金）

◆申込受付期限／７月29日（金）

【問い合わせ】

各地域振興局森づくり推進課

あきた県産材利用センター

☎ 018-837-8095まで

８月はこの地域です

電気設備定期調査

　東北電気保安協会大曲事業所で

は、各家庭の電気設備を調査し、

結果をお知らせしています。

◆調査対象／

【大曲地域】大保、板杭、八圭、大

久保、前田表

【協和地域】協和船岡、協和峰吉川

【西仙北地域】大沢郷

【南外地域】南外南楢岡

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

☎ 0187-63-4940

大 仙 市 の 行 事 予 定
７月16日（土）～８月4 日（木）

行事予定は都合により日程が変わる場合もあります

大仙市誕生記念式典■午前10時～■大曲市民会館※裏表紙
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：城南堂歯科医院（角館町）☎ 0187-54-3678

日本舞踊公演 舞踊で綴るみちのく 大仙 そして大曲の花火
■午後２時開演■大曲市民会館（全席自由一般4,000円・学生2,000円）

　 ※前回広報の開演時間に誤りがありました。訂正しお詫びに致します。

入国警備官・海上保安学校学生採用試験申込受付開始（～８月２日）※P22
四季の料理教室■午前10時～■女性センター（1,000円）

ピアノデュオコンサート
■午後３時開演■中仙市民会館（全席自由2,000円）

休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：高橋歯科医院（大曲）☎ 0187-62-5058

第４回みんなの集い■午後１時～■大曲仙北広域交流センター※P23

どうぶつのお医者さん■午後１時30分～■秋田市文化会館※P23

大曲市民会館チケット発売開始「おためし遊ばせ-主婦の反乱 -」※P22
中仙市民会館チケット発売開始「沢田知可子with岡崎倫天アコースティックライブ」
休日外科当番医：仙北組合総合病院・ 外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：祐生堂医院歯科（角館町）☎ 0187-53-2268

休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
休日歯科当番医：米澤歯科医院（中仙）☎ 0187-56-4460

無料法律相談■午前10時～午後３時■社会福祉協議会西仙北支所※P22

協和ダムイベント■午前10時～■協和ダム・大川前公園（ダム下流）
水と緑のサミット ■午後1時～■秋田市民交流プラザ「アルヴェ」（無料）

休祭日救急医療センター（大曲保健センター内）
■内科・小児科■午前10時～午後４時☎ 0187-62-1015

魔法をすてたマジョリン
■午後７時開演■協和市民センター（全席指定S席4,200円・A席3,000円）

休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：高橋歯科医院（大曲）☎ 0187-62-5058

市長面会日■午前10時～11時30分■協和総合支所

7/ (土)16

17(日)

(月)

海の日

18

19(火)

20(水)

(木)21

(金)22

(土)23

24(日)

(金)29

(土)30

(日)31

8/ (月)1

(火)2

(水)3
(木)4

平和について考える「平和映写会」
　憲法制定の経過や、平和的憲法の意義を
語った「映画 日本国憲法」を上映します。
◆日時／７月29日（金）午後６時～８時
◆会場／仙北教育会館（大曲総合支所隣り）
◆入場料／500円
【問い合わせ】

大曲仙北地方平和運動連絡会事務局
☎ 0187-63-4700まで

(木)28

(水)27

(火)26

(月)25
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【情報システム課程】約20人

【航空課程】約10人

【海洋科学課程】約５人

◆申込書・受験案内請求／秋田海

上保安部総務係（〒011-0945 秋

田市土崎港西1-7-35）まで

◆申し込み／希望する１次試験会

場（詳細は受験案内に記載）に配達

記録郵便で申込書を郵送（秋田を希

望の場合は、秋田海上保安部まで）

◆申込受付期間／７月19日（火）か

ら８月２日（火）まで（当日消印有効）

◆試験詳細／

【１次試験】

日時／９月25日（日）午前８時30

分受け付け開始

会場／希望する１次試験会場（秋

田は秋田海上保安部）

試験科目／教養試験、作文

【第２次試験】詳細（日時・会場等）

は第１次試験合格者に通知します。

試験科目／面接、身体検査、身体

測定、体力検査

【問い合わせ・請求】

秋田海上保安部総務係

☎ 018-845-1621まで

予約が必要です

無料法律相談

◆日時／７月28日（木）午前10時

～午後３時

◆会場／社会福祉協議会西仙北支

所（高齢者ふれあいセンター）

◆申込受付期限／７月26日（火）

【問い合わせ・申し込み】

社会福祉協議会西仙北支所

☎ 0187-75-1145まで

お気軽にどうぞ

無料発明相談

◆日時／８月31日（水）午前10時

～午後４時

◆会場／大曲総合支所市民ホール

◆相談員／熊谷繁弁理士

【問い合わせ】

本庁商工観光課商工労政班

☎0187-63-1111（内線271）まで

若年者ワンストップセンター

南部サテライト

　「就職先が決まらない」、「フリー

ターから抜け出したい」など、就職

に関して悩んでいる方はお気軽に

相談ください。電話予約をすれば、

待たずに相談することができます｡

◆時間／午前10時～午後７時

◆会場／ZEN EPOQUE内（横手市）

※日曜・祝日・年末年始は休館日

◆料金／無料

【問い合わせ・申し込み】

若年者ワンストップセンター

南部サテライト

☎ 0182-35-6005まで

入国を取り締まる

入国警備官採用試験

◆受験資格／昭和57年４月２日

から昭和63年４月１日生まれの方

◆採用人数／約100人（予定）

◆申込書・受験案内請求／仙台入

国管理局（〒983-0842 仙台市宮

城野区五輪1-3-20 仙台第２法務

合同庁舎）まで。

◆申し込み／

【郵送・持参】仙台入国管理局まで

※住所は上の申込書・受験案内請

求と同じです。ご確認ください。

【インターネット】申し込みアド

レス（http://www.jinji-shiken.jp/
moushikomi-s34.html）から申し込
みください。

◆申込受付期間／

【郵送・持参】７月19日（火）から

８月２日（火）まで

【インターネット】７月19日（火）午

前９時から26日（火）午後５時まで

◆試験詳細／

【１次試験】

日時／９月25日（日）午前８時30

分受け付け開始

会場／仙台市内の施設（受験者に

通知します）

試験科目／教養試験、作文

【２次試験】

　詳細（日時・会場等）は１次試験

合格者に通知します。

試験科目／面接、身体検査、身体

測定、体力検査

【問い合わせ・申し込み】

仙台入国管理局

☎ 022-256-6076まで
【インターネット申し込み

に関する問い合わせ】

人事院事務総局人材局試験課

☎03-3581-5311（内線2331）まで

海の安全を守る

海上保安学校学生採用試験

◆受験資格／昭和57年４月２日

以降に生まれ次に該当する方

①高等学校を卒業した方、および平

成18年３月までに卒業見込みの方

②中等教育学校を卒業した方、お

よび平成18年３月までに卒業見

込みの方

③高等専門学校の第３学年の課程

を修了した方、および平成18年

３月までに高等専門学校の第３学

年の課程を修了する見込みの方

④高等学校卒業程度認定試験に合

格した方等、人事院が①②と同等

の資格があると認める方

◆採用人数／

【船舶運行システム課程】約50人

次回広報は８月１日（月）に行政協力員へお届けします

衛星通信セミナー

経審活用の経営体質強化策

◆対象／経理担当、管理者、経営

幹部の方

◆日時／７月20 日（水）・27 日

（水）午前10時～午後５時

◆会場／雇用・能力開発機構秋田

センター（秋田市）

◆定員／20人

◆受講料／4,500円

【問い合わせ・申し込み】

雇用・能力開発機構秋田セン

ター業務課

☎ 018-836-3182まで

福祉医療受給者証（　カード）の更新が始まります
　福祉医療受給者証（マル福カード）の有効期限が平成17年

７月31日までとなっています。更新が必要な方にははがき

で通知しますので、忘れずに更新してください。なお、市

の福祉医療制度から受給者証が発行されている小学生には、

受給者証を７月下旬に郵送します。

【問い合わせ】

各総合支所市民課（大曲総合支所は国保年金課）まで

大曲市民会館事業チケット販売開始
◆事業名／おためし遊ばせ -主婦の反乱 -

◆開催日時／９月27日（火）午後６時30分開演

◆入場料／S席5,000円・A席3,500円（全席指定）

◆発売日／７月24日（日）

※各プレイガイド（中仙市民会館、協和市民セン

ター、仙北ふれあい文化センター他）にて発売

【問い合わせ】大曲市民会館☎ 0187-63-8766まで
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仕事をしている人が対象

県・能力向上コース講習会

◆各種講習詳細／

【表計算ソフト営業管理（EXCEL）講習】

期日／７月27日（水）・28日（木）

【EXCEL勤務管理講習】

期日／８月２日（火）・３日（水）

【色彩検定準備講習】

期日／８月６日（土）・７日（日）

【シーケンス制御（入門）と高圧受

変電設備の配線図講習】

期間／８月10日（水）から12日

（金）まで

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／大曲技術専門校

◆受講料／無料

【問い合わせ・申し込み】

大曲技術専門校民間訓練支援室

☎ 0187-62-6321まで

募集しています

IT技能習得実践塾受講生

◆対象／在宅就労を希望する障害

者で、パソコンを使って、ホーム

ページやCGなどを作成でき、全

日程（８回）に参加できる方

◆期日／10月２（日）・16（日）・23

（日）・29日（土）、11月６（日）・20

（日）・26日（土）、12月４日（日）

◆時間／午後１時～５時

◆会場／遊学舎（秋田市）

※各自で会場集合になります。移

動が困難な方には秋田駅から移動

サービスを用意しますので、申し

込みの際にお知らせください｡

◆定員／10人以内

◆申し込み方法／ほっと「大仙」

ホームページ（ h t t p : / /
www.hotdaisen.jp）から申し込み
◆申込受付期限／７月31日（日）

【問い合わせ】

NPO法人障がい者自立生活セ

ンター「ほっと大仙」

☎ 0187-62-7766まで

妊婦さんにおすすめです

絵本の読み聞かせ

　おなかの赤ちゃんと一緒に絵本

を楽しんでみませんか。どなたで

も自由に参加できます。

◆日時／毎月第２火曜日の午前

10時～（８月は９日が開催日です）

◆会場／女性センター

◆参加費／無料

【問い合わせ】

絵本に親しむ会ケサラン・パ

サラン 久保さん

☎ 0187-62-3231まで

地域づくりを応援

地域のきらめき発掘事業

　地域づくりを目指す民間グループ

の活動を支援し、地域活性化の取り

組みなどの一部経費を補助します。

◆対象事業／自由な発想のもとに

企画し、自らが参加する地域活性

化が期待できる事業

※営利目的、地域固有の祭典、宗教

的な事業などは対象となりません。

◆申し込み方法／仙北地域振興局

にある申込書に、メンバーや事業

内容を記入し申し込みください。

◆申込受付期限／８月12日（金）

◆選考結果／申し込みいただいた

事業の選考結果は郵送で通知します。

【問い合わせ・申し込み】

秋田県仙北地域振興局地域企

画課県民生活班

☎ 0187-63-5114まで

仙北まるごと健康づくり

ヘルシーメニューコンテスト

　地場産食材を使用した、おいし

くて体にやさしいヘルシーメ

ニューを募集します。各自でテー

マを決めた創意工夫のあるメ

ニューをお待ちしています。

◆応募資格／大仙市、仙北郡内の

飲食店、宿泊施設等で調理に従事

している方

◆部門／①ヘルシー弁当部門（提

供価格1,000円）

②ヘルシーお食事コース部門（提

供価格3,000円）

◆申し込み方法／大仙保健所窓口

かホームページ（ h t t p : / /
www.pref.akita.jp/omagari/m/
open.html）にある申込書に必要事
項を記入し、メニュー写真（カ

ラーＬ版）を添付して申し込んで

ください。

◆申込受付期限／８月24日（水）

【問い合わせ・申し込み】

仙北地域振興局健康予防課健

康増進班

☎ 0187-63-3403まで

夏休み公開講座

どうぶつのお医者さん

　子ども向けのわかりやすい内容

のイベントです。興味のある方は

ぜひご参加ください｡

◆日時／７月30日（土）午後１時

30分～４時

◆会場／秋田市文化会館（秋田市）

◆参加費／無料

【問い合わせ】

動物のお医者さんを開催する会

☎ 0182-36-1331まで

少子高齢社会を考える

第４回みんなの集い

　少子高齢と地域をテーマに、小

学生・高校生の体験発表、パネル

討議、修英高校福祉活動部による

歌とマジックなどを行います。

◆日時／７月27日（水）午後１時

～４時20分

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆参加費／無料

【問い合わせ】

秋田県高齢者介護支援協会・

大曲仙北支部 細谷さん

☎ 0187-72-3600まで

■人　口　95,767 人（－ 27）

　　　男　45,509 人（－ 18）

　　　女　50,258 人（－ 9）

■世帯数　30,269世帯（＋ 25）

（６/30現在）

※ （　） 内は前月比
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① 455億円　②822億円　③1,011億円　　
応募方法　答え、郵便番号、住所、氏名（読み仮名明

記）、年齢、広報誌の感想や市への質問などをお書きの

上、〒014-8601 広報だいせん担当（住所不要）宛にお

送りください。締切は７月31日（消印有効）。また、ハ

ガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、Eメール

（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

問題 平成17年度当初予算額全体は、
およそいくらでしょう？

５人の方々に図書カード1,000円分が当たる 7
▼
念
願
か
な
っ
て
シ
ロ
ク
マ
が
待
つ
男
鹿
水
族
館

に
家
族
で
出
か
け
た
。
泳
い
で
い
る
魚
を
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
や
寿
司
屋
の
水
槽
で
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
わ
が
家
の
子
ど
も
た
ち
。
目
の
前

の
巨
大
水
槽
の
中
を
悠
々
と
泳
ぐ
魚
た
ち
や
愛
嬌

あ
る
ペ
ン
ギ
ン
、
ア
シ
カ
に
大
興
奮
の
よ
う
だ
っ

た
▼
３
歳
の
娘
は
楽
し
く
て
楽
し
く
て
、
大
は

し
ゃ
ぎ
で
館
内
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
走
り
回
り
、

１
歳
の
息
子
は
両
手
を
た
た
い
て
「
オ
〜
」
を
連

発
。
映
像
や
写
真
で
は
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い

実
物
が
持
つ
力
の
偉
大
さ
を
覚
え
た
と
同
時
に
、

体
験
と
い
う
「
本
物
」
を
子
ど
も
た
ち
に
で
き
る

だ
け
与
え
ら
れ
た
ら
と
思
っ
た
▼
世
間
で
は
信
じ

ら
れ
な
い
よ
う
な
青
少
年
の
事
件
が
頻
発
し
て
い

る
。「
都
市
化
が
進
み
自
宅
か
ら
庭
を
失
っ
た
日

本
人
。
心
を
育
て
る
小
さ
な
家
庭
と
い
う
庭
だ
け

は
失
い
た
く
な
い
も
の
だ
」
と
い
う
コ
ラ
ム
を
読

み
、
緑
豊
か
な
当
市
は
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
と
思
い

た
い
▼
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
ル
ソ
ー
が
「
世
界
一

有
能
な
教
師
よ
り
も
、
分
別
が
あ
る
平
凡
な
父
親

に
よ
っ
て
こ
そ
子
ど
も
は
立
派
に
教
育
さ
れ
る
」

と
言
っ
て
い
る
。
ガ
ン
バ
レ
親
父
。
　
　
　（
し
）

大仙市誕生記念式典
みんなで誕生をお祝いしましょう

７月18日（月） 時間/午前10時～

会場/大曲市民会館

大仙市は、３月22日、
８市町村が合併し、県内

第２の規模のまちとして誕
生しました。

　式典では、新市誕生に尽力され
た方々への総務大臣表彰ならびに感

謝状の贈呈が行われます。
　また、大森彌さん（東京大学名誉教授）の

記念講演が行われます。
　みんなで新市の誕生をお祝いしましょう。

「新たな基礎自治体

をめざして」

東京大学名誉教授
わたる

大  森　彌 さん

記 講 演念


